
１　科目名 書道Ⅱ ２　履修学年 第２学年

３　必修・選択 必修（選択） ４　履修単位 ２単位

５　教科書

６　副教材等

７　学習目標

月 学　習　単　元

4 漢字の書の学習１

5 漢字の書の学習２

6 漢字の書の学習３

7 漢字の書の学習４

9 ■ 篆刻の学習１

10 ■ 篆刻の学習２

11 ■ 篆刻の学習３

12 漢字の書の制作１

1 漢字の書の制作２

2 漢字の書の鑑賞１

3 漢字の書の鑑賞２

毎時間の目標と提出物によって総合的に判断する。授業への取り組み姿勢もみる。

１０　学習上の留意点

毎時間使用する書道道具(特に教科書、半紙)の準備、忘れ物をしないことも大事である。

印の制作をとおして篆刻の手順と技法を理解する。

作品の制作をとおして，表現の構想から完成に至る過程を
工夫し，主体的に自己実現を図る態度を育成する。

主体的・意欲的に作品を制作し，表現力を身につけ，楽しく
制作することができる。

さまざまな書体の作品を鑑賞することにより，表現方法を
幅広く理解し，そのよさや美しさを味わう能力を伸ばす。

書を鑑賞することにより多様な美を理解し，鑑賞力を深
め，書を愛好する心情を育む。

９　評価の観点・方法

書写から書道への意識と知識を得る。篆書に興味・関心を
もち歴史的位置付けを理解する。

石鼓文の鑑賞と臨書をとおして篆書の基本的な用筆・運
筆，結構を習得する。

篆書の用筆・運筆，結構の特徴を理解し，表現技法を理解
する。

召尊の鑑賞と臨書をとおして金文の基本的な用筆・運筆，
結構を習得する。

篆刻に興味関心をもち，印の歴史的変遷を理解する。

篆刻の鑑賞をとおして，印の章法における効果を理解す
る。

年　　間　　授　　業　　計　　画

　　光村　図書

なし

書の美の要素を理解し,そのよさや美しさを深く味わう心を養う。

８　年間授業計画

学　習　事　項　等


